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1. 遺伝子と老化-ミトコンドリア遺伝子の質

的変化一

浅野 仁子 (京都大学医療技術

短期大学部教養科)

老化という生命現象を分子のレベルで理解 し

ようとする研究の一環として,ラットの肝細胞

ミトコンドリアDNAを取り上げ,ラットの加

齢に伴ってどのような変化が見られるかを生化

学的に観察 した｡

ヒトや実験動物の肝細織の老化に伴う変化に

ついての形態学的研究から,老年になると細胞

分裂の間隔が長くなり,細胞数が減って来るこ

とが観察されていた｡細胞内頼粒については,

ミトコンドリアの数が減りかわりに容量は増大

することが見られていた｡このような老化に伴

う変化は他の細胞内顛粒では見られないこと,

ミトコンドリアは他の額粒と異なり独白の遺伝

子を持ち自己増殖能を有するという事実,ミト

コンドリアの遺伝子 (m-DNA)は小さく塩基配

列等の分子遺伝的研究が進んでいること等を考

え合わせ,ラット肝 ミトコンドリアを老化する

独立系ととらえその遺伝子を対象として老化の

生化学的研究を始めた｡

老令ラット (27ケ月, 29ケ月令等) の肝か

らミトコンドリアを分画遠心法で単離 し,核

DNA を除いて精製 し,通常の SDS-フェノー

ル法と,リボヌクレアーゼ消化で DNA を調

製 したところ,若令ラットの場合と異なり,き

れいな DNA を得ることが出来なかった｡得

られた DNA の浮上密度勾配遠心法による分

柿,プロテイナーゼ処理等の結果から通常の除

蛋白操作では除 くことの出来ないほど蛋白質が

固く結合している (おそらく共有結合によると

おもわれる)ことが認められた｡また制限酵素

による m-DNA の分析結果から,蛋白の結合

個所に特異性のあることが予想 されたので,

invitroで RNA合成を行い,生成 RNAをサ

ザン-イブリッド法で調べた｡ その結果, m-

DNA上のミトコンドリアリボソームRNA遺

伝子の近傍で,プロティナーゼ処理によってあ

る程度回復するRNA合成阻害が見られること

がわかった｡その他メチラーゼに対する挙動に

も老化に伴う変化が観察された｡現在,荊述の

種々の老化に伴う遺伝子の質的変化を指標とし

て研究を続行中である｡

2. IL-2によるヒトマクロファージの活性化

について

笹田昌孝1),垣田時雄2',森口寿徳2',

西村利朗2',山本孝吉2',内野治人2'

(京都大学医療技術短期大学部衛生技

術学科1',京都大学医学部第一内科2')

化学療法などの進歩により,悪性腫癌の治療

成績はめざましく向上したが,その治癒はいま

だに難 しく,根治療法の確立は今日の課題であ

る｡根治をめざしたアプローチとして免疫療法
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